
松山市民病院 薬学生奨学金のご案内 
 

松山市民病院では、当院に勤務を希望する薬学生の方々に、奨学金制度で修

学を支援いたします。 

この奨学金は、薬剤師として３年間当院で勤務していただくと返還が免除さ

れます。 

 

奨学金制度の概要 

 

 

対象者 ・薬学部に在学中（４年生以上）の方で、免許取得後、当院の薬剤師と 

して勤務する意思を有する方。 

・同種の奨学金を受けていないこと。 

貸与額 月額（上限）１００，０００円 

貸与期間 在学期間中 

（貸与決定日の属する年度の４月に遡及して貸与可能） 

返還方法 原則一括返還 

返還免除 免許取得後、薬剤師として奨学金貸与期間以上かつ３年以上、当院に

て勤務した場合は全額返還を免除します。 

募集人数  ２名／卒業年度 

  

 

提出書類 ・奨学金貸与申込書（当院所定） 

・履歴書（市販又は学校制定用紙） 

・成績証明書（直近の学年） 

・在学証明書 

健康診断は面接時に当院にて無料で行います。 

選考方法  書類選考及び面接 

応募締切   令和７年度：５月９日必着 

注）応募書類提出前に下記担当あてに事前連絡を行うこと。 

面接日  応募翌月（別途通知） 

貸与決定通知  面接後、郵送にて概ね１０日以内に通知 

   

★問合せ先：松山市民病院 総務部 西田雄司、浅野光孝 

      E-mail:sohmu-ka@matsuyama-shimin-hsp.or.jp 

            Tel（代表）：089-943-1151 

応募手続 

募集内容 
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松山市民病院 薬学生奨学金貸与規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、一般財団法人永頼会 松山市民病院（以下当院という）に

将来勤務し、地域住民のために貢献する薬剤師を育成するため、奨学金

の貸与について基本的に必要な事項を定める。 

 

（対象者） 

第２条 奨学金貸与の対象者は、県内外を問わず薬学部に在学し 4 年生以上の者

で、次の要件を満たす者とする。 

（１）成績が優れ、かつ心身が健康であること。 

（２）卒業後は、薬剤師として当院に勤務する意思を有すること。 

（３）他病院から同種の奨学金を受けていないこと。 

（４）年齢制限は設けない。 

 

（定員および貸与額） 

第３条 奨学金の定員は設けないが、同時に貸与する人数を概ね 2 名程度とし、

貸与額は、1 人月額（上限）１００，０００円とする。 

 

（貸与期間） 

第４条 奨学金の貸与期間は、貸与決定の翌月から卒業するまでの期間とするが、

決定日の属する年度の 4 月に遡って貸与することもできる。 

 

（申込） 

第５条 奨学金の貸与を受けようとする者は、次の書類を提出しなければなら

ない。 

（１）奨学金貸与申込書（保証人 2 名必要）（様式 薬－１号） 

（２）履歴書 

（３）成績証明書（直近の学年） 

（４）在学証明書 

２ 健康診断は、面接時に当院にて無料で実施するものとする。 
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（貸与の決定） 

第６条 前条の書類を受理した場合は、書類審査及び面接により選考するもの

とする。 

２ 前項により決定した場合は、奨学金貸与決定通知書（様式 薬－２号）に

より通知するものとする。 

３ 前項により奨学金貸与の通知を受けた者（以下奨学生という）は、保証人

が連署した誓約書（様式 薬－３号）と奨学金振込口座届出書（様式 薬－

４号）を、前項の通知を受けた日から１０日以内に病院長に提出しなければ

ならない。 

４ 貸与中は毎年７月３１日までに前年度の成績証明書を当院に提出すること。

提出が遅れた場合、翌月以降の貸与を提出が確認される日の属する月まで遅

らせるものとする。 

 

（貸与の方法） 

第７条 奨学金は、毎月１０日（休日の場合は前銀行営業日）に当月分を、伊

予銀行か愛媛銀行の口座に振込むものとする。 

 

（貸与の休止） 

第８条 奨学生が、休学した時は、その事実が生じた月の翌月から貸与を休止

する。 

 

（貸与の停止） 

第９条 奨学生が、次の各号のいずれかに該当する場合には、その事実が生じ

た月の翌月から貸与を停止する。 

（１）退学したとき。 

（２）停学処分を受けたとき。 

（３）心身の故障のため修学を継続する見込みがなくなったとき。 

（４）学業成績または素行が著しく不良となったと認められるとき。 

（５）その他奨学金貸与の目的を達成する見込みがなくなったと認められる 

とき。 
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（返還） 

第１０条 奨学生が、前条の規定による停止があったときおよび薬学部薬学科

を卒業したときは、奨学金の全額を一括返還しなければならない。 

２ 一括して返還できない事由があると病院長が認めた場合は、貸与期間の期

間内で分割返還することが出来るものとする。 

３ 返還金については、貸与金総額に１．０２を乗じた金額とする。 

４ 奨学生が、前条の各号に該当した場合、該当する事由が生じた日から１５

日以内に奨学金返還申請書（様式 薬－５号）を病院長に提出しなければな

らない。 

 

（返還の猶予） 

第１１条 前条の規定に拘らず、免許取得後、薬剤師として直ちに当院で勤務

する者は奨学金の返還を猶予する。 

２ 卒業後、免許を取得できなかった場合は、１年間を限度として返還を猶予

することができる。この場合、引き続き免許取得の意思があり、尚かつ当院

での勤務の意思がある者のみとし、これらの意思がない者は前条と同様の扱

いとする。 

３ 奨学金の返還の猶予を受けようとする者は、奨学金返還猶予申請書（様式

薬－６号）を病院長へ提出しなければならない。 

 

（返還債務の免除） 

第１２条 奨学生が、免許取得後、貸与期間以上かつ３年以上勤務した場合は、

返還を免除する。 

２ 当院において実働勤務した期間が、奨学金の貸与期間かつ３年に満たない

場合は、その満たない期間に相当する割合の奨学金全額を一括して返還しな

ければならない。 

３ 奨学金の返還の免除を受けようとする者は、奨学金返還免除申請書（様式

薬－７号）を病院長へ提出しなければならない。 

４ 当院が奨学金の返還の免除を決定した場合は、奨学金返還免除決定通知書

（様式 薬－８号）により通知するものとする。 

 

（返還債務免除の中断） 
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第１３条 返還免除を受けるための実働勤務期間は、次の各号の期間は含まれ

ず、中断する。復旧後は中断が解除される。 

（１）月単位で院外にて行われる研修期間 

（２）傷病による休業期間 

（３）産前産後休暇、育児・介護における休業および短時間勤務の期間 

（４）その他私的な事由による特別な勤務負担軽減をやむをえず当院が認め

ている期間 

 

（延滞利息） 

第１４条 奨学生は、正当な理由なく奨学金を返還すべき期日までに返還しな

かった場合には、当該返還すべき日の翌日から返還日までの期間に応じ返還

すべき額について年利７．３％の延滞利息を支払わなければならない。 

 

 

附則  

この規程は令和６年４月１日から施行する。 


